
多核種除去設備等処理⽔希釈放出設備
及び関連施設等の設置⼯事の進捗状況について

2022年12⽉22⽇
東京電⼒ホールディングス株式会社
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1． ⼯事の実施状況
 測定・確認⽤設備／移送設備

8⽉4⽇より、Ｋ４エリアタンク周辺から、測
定・確認⽤設備、移送設備の配管サポート・
配管他の設置⼯事を開始しています。

循環配管・サポート設置の状況

攪拌機器設置の状況

配管サポート

Ｋ４タンク北側を撮影

5号機タービン建屋
南側を撮影

配管サポート・配管
設置を実施中
【測定・確認⽤設備】
・サポート設備

約478／約540m
・配管設備

約848／約1,000m
【移送設備】
・サポート設備

約695／約1,820m
・配管設備

約457／約1,820m
<12/15現在>

攪拌機器設置を実施
中

20／30台
（タンク内吊込）

<12/15現在>

配管サポート
配管

攪拌機器

Ｋ４タンク北側を撮影

Ｋ４タンク上部を撮影

トンネル掘進を12/7
に⼀旦停⽌し、下流
⽔槽を12/18から先
⾏構築開始
約827m／約1,030ｍ
<12/7現在>

トンネル内部安全設備の整備状況

セグメントは、構外
ヤードで表⾯汚染密
度を測定し、カバー
で覆い保管中セグメント搬⼊状況

セグメントに２重のシ
ール材を取り付け、⽌
⽔性を保持する設計

シール材

 放⽔設備
8⽉4⽇より、シールドマシンにより岩盤層を掘進
し、放⽔トンネルの構築を開始しています。現時
点での掘進範囲では、漏⽔等の発⽣はありません。
また、下流⽔槽構築も開始しております。

レール 安全通路

トンネル掘進⽅向

安全通路
レール

セグメント保管状況

カバー保管
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1． ⼯事の実施状況（続き）
 希釈設備

9⽉14⽇より、福島県内の⼯場において、
放⽔⽴坑（上流⽔槽）のプレキャストブ
ロックの製作を実施しています。

 希釈設備
10⽉7⽇より、放⽔⽴坑（上流⽔槽）に
おいて、地震対策の⼀環としての地盤改
良の実施等を完了させ，上流⽔槽の構築
を開始しています。

上流⽔槽側壁

上流⽔槽断⾯図

側壁

頂版

底版（現場打設）

上流⽔槽隔壁

隔壁

上流⽔槽頂版

地盤改良の状況

均しコンクリート打設の状況

上流⽔槽を
12/14から構
築開始
１⽉からプレ
キャストブ
ロックを組⽴
てる予定



 その他（仕切堤の構築他）
8⽉4⽇より、仕切堤の構築他に向けて、重機⾛⾏路整備
等の準備⼯事を開始しました。また、５,６号海側⼯事エ
リアでは、取⽔路開渠内の堆砂の撤去（浚渫）および重
機⾜場の造成を並⾏して⾏うとともに、仕切堤設置後に
は透過防⽌⼯の撤去を予定しています。
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1． ⼯事の実施状況（続き）

5・6号機海側⼯事エリアの状況

５/６号機取⽔路開渠の
北から撮影写真③

シルトフェンス
5/6号機取⽔路開渠

５/６号機取⽔路開渠の
南⻄から撮影

写真④

N

写真①

写真②・④

仕切堤
構築箇所

5/6号機取⽔路開渠
透過防⽌⼯

写真撮影位置

写真②

写真③

堆砂の撤去（浚渫）
10/12から開始

台船

重機⾛⾏路

写真① ５/６号機取⽔路開渠の
北防波堤を撮影

重機⾜場の造成
10/18から開始
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1． ⼯事の実施状況（続き）

コンクリートプラント船
モルタル打設中＠１Ｆ沖合

放⽔⼝ケーソン
コンクリートプラント船

ケーソン埋戻し作業（2022.12.8）
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1． ⼯事の実施状況（続き）

コンクリートプラント船
モルタル打設中＠１Ｆ沖合

放⽔⼝ケーソン

コンクリートプラント船

ケーソン埋戻し作業（2022.12.8）
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1． ⼯事の実施状況（続き）

コンクリートプラント船
モルタル打設中＠１Ｆ沖合

放⽔⼝ケーソン

コンクリートプラント船

打設配管

ケーソン埋戻し作業（2022.12.8）

海⾯濁り無し
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0.1

1

10

100
⼯事中の海⽔モニタリング結果（Cs-137濃度）(Bq/L)

・2022/4/25 海上環境整備着⼿

・2022/11/18 放⽔⼝ケーソン据付

・2022/12/8 放⽔⼝ケーソン埋戻し作業着⼿

2022/12/14 更新

注1：NDは不検出を意味し、グラフには検出下限値で記載した

注2：2022/10/27より検出限界値を変更した（1.0Bq/L⇒0.4Bq/L）

（参考）放⽔⼝ケーソン据付等作業期間中の海⽔モニタリング結果

定例_港湾口北東側Cs-137 定例_港湾口北東側Cs-137ND

工事_発電所沖合1km地点Cs-137 工事_発電所沖合1km地点Cs-137ND

 実施概要
海上⼯事のうち、放⽔⼝ケーソン据付等作業※1において、作業中に海⽔サンプリングを⾏い、作業
よる海⽔中セシウム濃度の上昇がないことを確認しました。

 結果
2022年12⽉10⽇までのモニタリング結果は、全て不検出（ND）であり、海⽔のセシウム濃度に有
意な変動は確認されていません。引き続き、発電所沖合海上⼯事作業中の海⽔モニタリングを適切
に⾏ってまいります。

※1 放⽔⼝ケーソン据付作業、放⽔⼝ケーソン据付前の海底部⼟砂移動作業

海上環境整備期間
2022/4/25~7/20

放⽔⼝ケーソン
据付・埋戻し等

作業期間
2022/11/16~
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（参考）放⽔⼝ケーソン据付等作業期間中の濁度測定結果
 実施概要

海上⼯事のうち、放⽔⼝ケーソン据付等作業※1において、⼯事区域境界（4か所）にて濁度計による
測定を⾏い、作業により⼯事区域外に濁りの拡散がないことを確認しました。

 結果
2022年12⽉10⽇までの濁度測定結果は全て管理値※2未満であり、また⽬視による濁度確認の結果
からも、作業に伴う⼯事区域外への濁りの拡散は確認されませんでした。引き続き、発電所沖合海上
⼯事中の濁度測定を適切に⾏ってまいります。

※2 管理値
濁度をSS（浮遊物質量、mg/L）に換算し、SSがBG値（作
業前の測定値）+10mg/Lを超えないことを確認します。

判定︓管理値未満〇、管理値以上×

※1 放⽔⼝ケーソン据付作業、放⽔⼝ケーソン据付前の海底部⼟砂移動作業

2022/11/16 〇 (6.9) 〇 (9.6) 〇 (5.4) 〇 (5.7)
2022/11/17 〇 (7.0) 〇 (7.4) 〇 (8.3) 〇 (6.7)
2022/11/18 〇 (3.1) 〇 (4.1) 〇 (4.8) 〇 (7.9)
2022/12/8 〇 (12.8) 〇 (14.4) 〇 (4.4) 〇 (3.9)
2022/12/9 〇 (5.4) 〇 (12.1) 〇 (2.5) 〇 (3.1)
2022/12/10 〇 (5.3) 〇 (6.1) 〇 (3.6) 〇 (5.2)

作業⽇
（測定⽇）

濁度測定結果
A B C D



海抜33.5m

道路海抜11.5m

海抜2.5m

⼆次処理設備（新設逆浸透膜装置）

ALPS処理⽔等タンク

5号機取⽔路 海へ
（約1㎞）

海⽔流量計

ALPS処理⽔
移送ポンプ

流量計・流量調整弁・
緊急遮断弁（津波対策）

緊急遮断弁

受⼊ 測定・確認

海⽔配管ヘッダ

トリチウム以外の核種の告⽰濃度⽐総和
「1〜10」の処理途上⽔を⼆次処理する

（直径約2m×⻑さ約7m）

希釈⽤海⽔
（港湾外から取⽔）

⼆次処理設備（ALPS）
トリチウム以外の核種の告⽰濃度⽐総和
「1以上」の処理途上⽔を⼆次処理する

海⽔配管

測定・確認⽤設備

ローテーション

放出

放⽔⽴坑（下流⽔槽）

放⽔トンネル
放⽔⽴坑（上流⽔槽）

3群で構成し、それぞれ受⼊、測定・確認、放出⼯程を担い、
測定・確認⼯程では、循環・攪拌により均質化した⽔を採取
して分析を⾏う（約1万m3×3群）

出典︓ 地理院地図（電⼦国⼟Web）をもとに東京電⼒ホールディングス株式会社
にて作成
https://maps.gsi.go.jp/#13/37.422730/141.044970/&base=std&ls=std&
disp=1&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1

放⽔トンネル
N

⼤熊町双葉町

南北3.5km

東
⻄

1.
5k

m

9

防潮堤

移送設備

放⽔設備

希釈設備
放⽔トンネルの損失に⾒合う⽔
頭差（下流⽔槽の⽔⾯⾼さと
海⾯の⾼さの差）を利⽤して⾃
然流下させる

※︓共同漁業権⾮設定区域

⽇常的に漁業が
⾏われていない
エリア※

緊急遮断弁や移送配
管の周辺を中⼼に設置

（参考）ALPS処理⽔希釈放出設備および関連施設の全体像



トンネル壁⾯材
（セグメント）

トンネル壁⾯材
（セグメント）組⽴装置

⾯板
送泥管

排泥管

シールドマシンの概要図
継⼿

シール材

トンネル壁⾯材（セグメント）
下流⽔槽と海⾯の⽔位差※1により⾃然流下させて放出

放⽔トンネル（約1km）

放⽔⼝

北防波堤

⽔深
約12m※2

⼟被り
約14m 岩盤層

地表⾯︓

上流⽔槽

下流⽔槽

堰天端︓+2.50m

約5m

+2.50m

放⽔設備概念図
※ ⾼さは、東京湾平均海⾯(T.P.)で記載

+4.50m⽔槽天端︓ +4.50m⽔槽天端︓

（参考）放⽔トンネル
 放⽔トンネルは、岩盤層を通過させるため漏洩リスクが⼩さく耐震性※に優れ、台⾵（⾼波浪）や⾼潮（海

⾯上昇）の影響を考慮した設計としています。また、放⽔トンネルの損失に⾒合う⽔頭差（下流⽔槽の⽔⾯
⾼さと海⾯の⾼さの差）を利⽤して⾃然流下させる設計（⾙類の付着も考慮）としています。

 シールド⼯法（泥⽔式）を採⽤し、鉄筋コンクリート製のトンネル壁⾯材（セグメント）に２重のシール材を取
り付けることで⽌⽔性を保持しています。

約16m

※ 原⼦⼒規制委員会で⽰された耐震設計の考え⽅を踏まえて設計

※2 東京湾平均海⾯（T.P.）における標準時の潮位を基準とした場合
※1 海⽔移送ポンプ３台の場合︓1.6m、海⽔移送ポンプ２台の場合︓0.7m

海⾯＝⾼潮位（満潮）〜低潮位（⼲潮）
（東京湾平均海⾯（T.P.） ＋0.76〜－0.78）

10
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 放⽔トンネルの出⼝の海底掘削および捨⽯投⼊・ならし作業およびその確認が7⽉22⽇に完了しています。
気象・海象をみながら、⼤型起重機船で鉄筋コンクリート製のケーソン（コンクリート製の⼤きな箱）を海底に
据え付けます。その後、ケーソンの周囲をコンクリートで埋め戻します。

 なお、放⽔トンネルを掘進したシールドマシンがケーソンに到達した後、放⽔⼝ケーソンからシールド到達管
（シールドマシン内包）を起重機船で撤去します。

【岩盤掘削・ケーソン製作】
1. グラブ浚渫船（海底掘削船）で岩

盤を掘削
2. 掘削⼟を発電所構内に搬⼊
3. 基礎捨⽯を投⼊

【ケーソン据付】
1. 発電所構外から海上運搬した

ケーソンを⼤型起重機船で据付
2. ケーソン周囲をコンクリートで埋戻し
3. シールドマシン到達に向け、ケーソン

と連結した鋼製の測量櫓を⽤いて、
放⽔⼝の位置情報を管理

【掘削機撤去・蓋据付】
1. シールドマシンがケーソン内部のシール

ド到達管に到達した後、トンネル内を
海⽔で満たす

2. 回収装置とトンネルを切り離し、起重
機船でシールドマシンを⽴坑から回収

3. 最終的にケーソン蓋を据付

【測量櫓】
⽔⾯から
約3mの⾼さ

ケーソン

－ 環境整備（実施済み）－

水深約13m

床堀

現地盤（軟岩）
約-11.9ｍ

グラブ
浚渫船

⼟運船

－ 放⽔⼝ケーソンの設置⼯事 －

（参考）放⽔⼝ケーソン (⼯事全体概要)

起重機船

シールド
到達管架台

シールド到達管

⽔深約12m

埋戻し
⽔中不分離
コンクリート

⽔深約12m

⽔深約12m ⼤型
起重機船

測量櫓12×9×10ｍ
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 事前に設置したシンカーブロック（110t）およびアンカーに、起重機船を係留ワイヤーで固定します。
 起重機船に設置したGPSおよびケーソンに設置された測量櫓を陸側（南防波堤、北防波堤の⼆箇所）から

測量することで、据付予定位置に起重機船を誘導します。当該起重機船の位置決めの微調整は、係留ワイ
ヤーを起重機船のウインチによる巻取り・繰出しを⾏いながら実施し、据付位置まで移動後、放⽔⼝ケーソンの
据付けを⾏います。

放⽔⼝ケーソン据付作業イメージ図（断⾯）

ケーソン

起重機船（1,600t吊級）

放⽔⼝ケーソン

測量櫓

⼯事区域

起重機船

測量機器

測量機器

N

（参考）放⽔⼝ケーソン (放⽔⼝ケーソン据付)

【凡例】
灯浮標
シンカーブロック等
係留ワイヤー
据付位置誘導

放⽔⼝ケーソン据付作業イメージ図（平⾯）
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コンクリートプラント船

 放⽔⼝ケーソンの据付後に、放⽔⼝ケーソンの周囲に、コンクリートプラント船から⽔中不分離モルタル(シー
ルドマシンが通過する部分)、⽔中不分離コンクリートを打設して、埋戻します。

⽔中不分離コンクリート
⽔中不分離モルタル

埋戻し断⾯イメージ図

約6m

約4m

約40m

シールド到達管放⽔トンネル

岩盤

（参考）放⽔⼝ケーソン (埋戻し)

約16m
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 トンネル掘進中の位置情報を管理するための「測量櫓」と、シールドマシンが到達する「シールド到達管」を
ケーソン内部に事前に設置しています。

放⽔⼝ケーソン製作イメージ図

放⽔トンネル

岩盤
モルタル

コンクリート

放⽔⼝ケーソン

沖
側

岸
側

放⽔⼝断⾯イメージ図

⽔深
約12m

岸
側

沖
側

放⽔⼝・到達⽴坑放⽔トンネル

コンクリート

ケーソン上蓋

放⽔⼝・到達⽴坑部の
ケーソン
（鉄筋コンクリート製）

シールドマシンの到達管
（シールドマシンが
最終到達する箇所）

トンネルを正確に到達
させるための測量櫓

シールドマシン
が到達する箇所

約10m

約26m

約12m

約9m

約11m

約40m
約16m

放⽔⼝イメージ図

（参考）放⽔⼝ケーソン (放⽔⼝ケーソンの概要)



 取⽔のための港湾内⼯事として、⽐較的放射性物質濃度の⾼い1-4号機側の港湾から仕切るため、5,6号機
取⽔路開渠に仕切堤（捨⽯傾斜堤＋シート※）を構築します。

 また、輻輳する⼯事をより安全性を向上させて施⼯する観点で、⼯事⽤⼀時仮設物としての重機⾜場（捨⽯
堤）の設置、取⽔路開渠内の堆砂撤去を並⾏して⾏うとともに、仕切堤設置後には透過防⽌⼯の撤去を予定
しています。 ※ 軟質塩化性ビニル製マット 厚さ=5mm
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北防波堤

仕切堤
構築

堤供︓⽇本スペースイメージング（株）2021.4.8撮影Product(C)[2021] DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

透過防⽌⼯
⼀部撤去

︓堆砂撤去（浚渫）範囲
（最新深浅測量に基づく撤去範囲）

5,6号機取⽔路開渠

新設海⽔移送ポンプ

海⽔移送配管

ALPS処理⽔移送配管

スクリーン設備

オリフィス流量計

緊急遮断弁

海⽔移送配管
（希釈後）

上流⽔槽
下流⽔槽

（発進⽴坑）

重機⾜場アクセス路

海⽔移送配管
⼯事専⽤ヤード

5,6号機取⽔路開渠堆砂対策堤
アクセス路

アクセス路

N

撤去後の捨⽯運搬先

仮置き

堆砂撤去

5号機前の堆砂撤去（浚渫）
は放出前に完了

（参考）取⽔のための港湾内⼯事
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（参考）下流⽔槽の構築

施⼯初期イメージ 完成時イメージ

放⽔トンネル

トンネル⼯事⽤配管

切り梁

⼟留め壁

Ａ－Ａ断⾯ Ａ－Ａ断⾯

底盤
海

放⽔トンネル 海

※図⽰していませんが、下流⽔槽の周囲
は埋戻します。

底盤

側壁 側壁

※現場施⼯時に⼀部変更することもあります。

・トンネル坑内換気のため⾵管
・各電気設備の結露等による絶縁低下防⽌のた

め⾼圧幹線ケーブル
・トンネル先端⾯の安定保持に必要な泥⽔配管

等を設置

トンネル⼯事⽤配管

放⽔トンネルの掘進⼯事は⼀旦停⽌します。
放⽔トンネルの掘進⼯事は、完成した下流⽔
槽を活⽤して再開します。

海
海

下流⽔槽

※現場施⼯時に⼀部変更することもあります。

 放⽔トンネル⼯事の掘進停⽌期間を利⽤し、下流⽔槽の構築を実施します。
 下流⽔槽の構築完了次第、改めて放⽔トンネルの設置⼯事を再開します。



２．電解濃縮装置の設置
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化学分析棟 B1F

 化学分析棟内に電解濃縮装置※を設置するため，乾燥･灰化前処理室に設置されていた
灰化炉4基を撤去しました。

 電解濃縮装置は2022年12⽉に８台納⼊が完了しており，濃縮試験を実施後，年度内の
運⽤開始を予定しています。

電解濃縮装置
設置予定箇所

※ 極低濃度のトリチウムを分析
するために⽤いる前処理装置



２．電解濃縮装置の設置（続き）
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 バックグラウンドレベルの表層海⽔中のトリチウムを検出するためには，
⽔の電気分解等※によりトリチウムを濃縮したうえで測定する必要があります。

 電気分解等の実施により，分析⽇数は1ヵ⽉〜1.5ヵ⽉程度⻑くなりますが、検出下限値
を下げて測定することが可能です。

 福島第⼀原⼦⼒発電所でのトリチウム分析（海⽣物における⾃由⽔トリチウム分析）に
おいても，今後導⼊を予定しています。

※デノラ・ペルメレック株式会社 ホームページより転載

（※）電気分解による濃縮について

試料⽔を電気分解すると，⽔素ガスと酸素ガスが
発⽣しますが，⽔素ガスになる際の反応速度は

1H > 2H > 3H（トリチウム）
であり，トリチウム⽔は電気分解されにくいとい
う性質があります。この性質を利⽤し電気分解に
よってトリチウムを濃縮します。

【仕様】
• 約60時間で1,000mLの蒸留した試料⽔を50mLに濃

縮することが可能
• 電解⽣成物として⽔素と酸素が分離発⽣する



 化学分析棟の計測室内に，低エネルギー光⼦⽤ゲルマニウム半導体検出器（LEPS）を
設置します。2022年12⽉中に設定作業が完了する⾒込みであり，検証試験を実施後，
年度内の運⽤開始を予定しています。

３．低エネルギー光⼦⽤ゲルマニウム半導体検出器（LEPS）の設置
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LEPS設置予定箇所



３．低エネルギー光⼦⽤ゲルマニウム半導体検出器（LEPS）の設置（続き）
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 ALPS処理⽔の分析においては，Fe-55, Nb-93m, Mo-93等の低エネルギーの放射線を
放出する核種分析も必要になります。

 これらの核種分析は，1Fに設置しているゲルマニウム半導体検出器では測定できない
ため，低エネルギー光⼦⽤ゲルマニウム半導体検出器（LEPS）を新規に導⼊します。

LEPS設置予定場所
（化学分析棟計測室内）

LEPS外観
（写真は株式会社化研に設置されているもの）

参考︓既設ゲルマニウム半導体検出器
（写真は化学分析棟計測室内の装置）


